
教科の重点 【   国 語   】科  〈読むこと〉 

 

 習得した言語事項を用いて自分の思いを表現する授業の創造 

 【指導の重点】 【○主となる単元・主要教材】 【生きて働く言葉の力を育てる活動】 

 説明的な文章 文学的な文章 

 感想・自分の意見 説明のしかた 紹介・推薦 感想・自分の考え {具体的場面} 

小

６ 

・目的に応じ、内 

容や要旨をとら

えながら読む。 

・自分の伝えたい

ことを的確に伝

えるための方法

を考えながら目

的や意図に応じ

て表現する。 

・考えを広げたり

深めたりしなが

ら読書する。 

○自分の考え

をもとう 

「感情」「生

き物はつなが

りの中に」 

○ものの見方

を広げよう 

「『鳥獣戯画』

を読む」 

○作品の世界

を深く味わお

う 

「やまなし」 

 

○物語を読ん

で考えを深め

よう 

「海の命」 

研究報告文、鑑賞文、推薦文、意見

文等を取り上げ、表現様式の特徴に合

わせて目的や意図に応じて表現する。

また科学的な読み物、鑑賞文、同一作

者の本、テーマに合わせた本等を自分

の考えを広げたり深めたりしながら読

む。 

小

５ 

○筆者の考えを

とらえ、自分の

考えを発表しよ

う 

「見立てる」「生

き物は円柱形」 

○説明のしか

たについて考

えよう 

「天気を予想

する」 

 

○伝記を読んで

自分の生き方に

ついて考えよう 

「百年後のふる

さとを守る」 

 

 

○物語を読んで

自分の考えをま

とめよう 

「わらぐつの中

の神様」 

 

研究報告文、気象に関する説明 

文、統計、伝記、鑑賞文等を取り上げ、

表現様式の特徴に合わせて目的や意図

に応じて表現する。また、科学的な読

み物、統計資料、伝記、同一作者の本

等を自分の考えを広げたり深めたりし

ながら読む。 

小

４ 

・目的に応じ、内

容の中心をとら

えたり段落相互

の関係を考えた

りしながら読

む。 

・自分の伝えたい

ことの中心を考

えながら相手や

目的に応じて表

現する。 

・幅広く読書する。 

 

〇自分の考

えをまとめ

よう 

「大きな力

を出す」 

「動いて、考

えて、また動

く」 

〇説明のしか

たについて考

えよう 

「アップとルー

ズで伝える」 

 

 

〇物語を読ん

でしょうかい

しよう 

「一つの花」 

 

 

〇読んで考え

たことを話し

合おう 

「ごんぎつね」 

 

 

研究報告文、情報メディアについて

の説明文、紹介文、続き話、日記文等

を取り上げ、表現様式の特徴に合わせ

て伝えたいことの中心に気を付けて表

現する。また、ドキュメンタリー、戦

争文学、同一作者の本等幅広く読書す

る。 

小

３ 

〇かんそうを

もとう 

「イルカのね

むり方」 

「ありの行

列」 

〇せつめいの

しかたを考え

よう 

「すがたをか

える大豆」 

 

〇考えたこと

を発表しよう 

「海をかっと

ばせ」 

 

 

○物語の感想

をまとめよう 

「ちいちゃん

の か げ お く

り」 

 

観察報告文、食べ物についての説明

文、日記文、手紙文、感想 

文等を取り上げ、表現様式の特徴に合

わせて伝えたいことの中心に気を付け

て表現する。また、科学的な読み物、

食物に関する本、ファンタジ―戦争文

学等幅広く読書する。 

小

２ 

・書かれている事柄

の順序や場面の様

子について気づい

たり、想像を広げ

たりしながら読

む。 

・自分の伝えたいこ

とについて順序を

考えながら相手に

応じて表現する。 

・読書を楽しむ。 

 

〇わかった 

ことをまと 

めよう 

「たんぽぽの

ちえ」 

 

〇せつめいの 

しかたを考え 

よう 

「しかけカー 

ドの作り方」 

 

〇読んだお 

話をしょう 

かいしよう 

「スーホの白

い馬」 

 

〇感想を書 

こう 

「スイミー」 

 

 

観察報告文、工作手順の説明文、外

国の昔話の紹介、感想等を取り上げ、

表現様式の特徴に合わせて順序に気を

付けて表現する。また、図鑑、工作の

本、民話、昔話、同一作者の本などを

楽しんで読む。 

小

１ 

〇みんなでよ

もう 

「みいつけ

た」 

 

〇くらべてよ

もう 

「じどうしゃ

くらべ」 

 

〇ふしぎなせ

かいをしょう

かいしよう 

「 く じ ら ぐ

も」 

 

〇おはなしを

たのしもう 

「たぬきの糸

車」 

 

経験報告文、比べて読む、ファンタ

ジーの紹介、感想等を取り上げ、表現

様式の特徴に合わせて順序に気を付け

て表現する。また、ファンタジー、図

鑑、乗り物の本、昔話などを楽しんで

読む。 

 

《表現を支える言語事項の積み上げ》 

    ※各単元で重点化して指導する言語事項を明らかにして指導に生かす。 

    ※家庭学習、スキル学習を通し、表現活動に生かせるようにする。 

 

 

 

 



 習得した言語事項を用いて自分の思いを表現する授業の創造 

 【指導の重点】 【○主となる単元・主要教材】 【生きて働く言葉の力を育てる活動】 

 説明的な文章 文学的な文章 

 感想・自分の意見 説明のしかた 紹介・推薦 感想・自分の考え {具体的場面} 

中

三 

・目的や意図の応

じ、文章の展開や

表現の仕方などを

評価しながら読

む。 

・読書を通して自

己を向上させる。 

○ 読 む ( 吟

味・判断) 

「テクノロジ

ーとの付き合

い方」「テク

ノロジーと人

間らしさ」 

○読む(構成・

展開) 

「絶滅の意味 

」 

○読む（文学

一） 

「風の唄」 

○読む (文学

二) 

「故郷」 

研究報告文、鑑賞文、推薦文、意見

文等を取り上げ、表現様式の特徴に合

わせて目的や意図に応じて表現する。

また科学的な読み物、鑑賞文、同一作

者の本等のテーマに合わせた本を読み

、人t間、社会、自然などについて考え

、自分の考えをもちながら読む。 

中

二 

・目的や意図に応

じ、文章の内容や

表現の仕方に注意

して読む。 

・広い範囲から情

報を集め、効果的

に活用する。 

・読書を生活に役

立てる。 

○ 読 む ( 吟

味・判断) 

「恥ずかしい

話」 

○読む(構成・

展開) 

「食の世界遺

産－鰹節」 

○読む（文学

一） 

「卒業ホーム

ラン」 

○読む (文学

二) 

「 走 れ メ ロ

ス」 

研究報告文、鑑賞文、推薦文、意見

文等を取り上げ、表現様式の特徴に合

わせて目的や意図に応じて表現する。

また科学的な読み物、鑑賞文、同一作

者の本等のテーマに合わせた本を読み

、自分のものの見方や考え方について

、知識や体験と関連付けて自分の考え

方をもちながら読む。 

中

一 

・目的や意図に応

じ、様々な本や文

章を読み、内容や

要旨を的確にとら

える。 

・読書を通しても

のの見方や考え方

を広げる。 

○読む（吟

味・判断) 

「脳の働きを

目で見てみよ

う」 

○読む（構成・

展開) 

「オオカミを

見る目」 

○読む（文学

一） 

「さんちき」 

○読む (文学

二) 

「少年の日の

思い出」 

研究報告文、鑑賞文、推薦文、意見

文等を取り上げ、表現様式の特徴に合

わせて目的や意図に応じて表現する。

また科学的な読み物、鑑賞文、同一作

者の本等のテーマに合わせた本を読み

、文章に表れているものの見方や考え

方をとらえ、自分のものの見方や考え

方を広げながら読む。 

 

 


